
 

末崎の風土散策 （４８）

～細浦駅の歴史たどる～ その２

細浦駅が開設されると、駅

の正面には荷揚げ桟橋が作ら

れ、定期航路は釜石から太陽

丸、越喜来から越喜来丸、綾

里から綾里丸等が毎日往復し

た。また近くには細浦タクシ

ーも開業し、泊里方面や病人

達に利用されるようになった。

昭和１３年１１月１５日の

料金表には、細浦から盛まで２円５０銭、高田までは３円であった。

(昭和１８年には廃業)このように地域産業も大いに発展してきて、

昭和３３年９月には東北製塩化学工業(株)が設置され、年間２万５

千トンの塩が全国に鉄道輸送されていった。(昭和３９年３月閉鎖)

しかしその後日本経済は高度成長期に入り、地方産業、道路網など

の発展にともない、鉄道利用から次第に自動車輸送へと移行してい

った。そして昭和４７～４８年には細浦駅の存続が問題となり、地

域住民からは駅の廃止と国鉄職員の無人化の反対運動や、陳情書が

提出されている。だが昭和４９年には国鉄職員の無配置駅となり、

民間委託人による乗車券の発売がなされている(昭和４９年から平成

１２年まで)。昭和６０年には国鉄再建法が施行されて大船渡線は廃

止対象路線リストとなり、遂には昭和６２年日本国有鉄道は終業し

ＪＲ東日本旅客鉄道株式会社になって、同年６月１日から市の配慮

により管理人が配置されたが、平成２３年３月１１日の東日本大震

災津波により駅舎は勿論レール等総べて流失している。従来の鉄道

(レール)は、その速さ、安全性、利便性により地域の発展に大きく

貢献してきたが、道路網の整備発展によって自動車等の利用が多く

なり、鉄道の運輸利用が減少の一途をたどり、国土交通省、ＪＲ東

日本大船渡線沿線自治体首長会の度重なる会議を経て、復旧にかか

る負担や乗客の減少を理由に、平成２５年(２０１３)３月２日から

はレールを除去した専用路

と、一般道を織り交ぜなが

ら気仙沼～盛間のＢＲＴ運

行が開始された。同年９月

２８日には細浦駅舎から８

０ｍ程小友駅寄りに、ＢＲ

Ｔ用駅舎が新設整備され、

また同日大田に「碁石海岸

口駅」も設置され利用され

ている。(聖)
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東
日
本
大
震
災
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休
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し
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ま
し
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大
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が
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再
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さ

れ
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と
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な
り
ま
し
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。
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目

的
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、

町
民
の
健
康
の
増
進
と
親
睦
・

融
和
・
交
流
の
場
づ
く
り
を
図

る
。
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８
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＊
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こ
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ま
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参
加
資
格

末
崎
町
民(

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す)

参
加
料

無
料

表

彰
優
勝
・
準
優
勝
・
第
三
位･

第
四

位
・
第
五
位
・
第
六
位
・
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞

参
加
申
込

試
合
当
日
受
付
申
込
願
い
ま
す

＊
事
前
参
加
連
絡
は
亀
井
ま
で

電
話

ー
３
１
４
１

29

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り

ま
す
。

末
崎
町
復
興
推
進
委
員
会
は
６

月

日
第
一
回
常
任
委
員
会
を
開

14
き
、
現
在
課
題
と
な
っ
て
い
る
平

地
区
上
山
防
災
集
団
移
転
住
宅
付

近
か
ら
末
崎
小
学
校
前
ま
で
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

新
主
要
地
方
道
大
船
渡
広
田
陸

前
高
田
線
は
船
河
原
か
ら
終
点
の

平
地
区
上
山
防
災
集
団
移
転
住
宅

付
近
ま
で
、
新
県
道
碁
石
線
が
末

崎
小
学
校
前
か
ら
碁
石
の
キ
ャ
ン

プ

場

付

近

ま

で

計

画

さ

れ

て

お

り
、
間
も
な
く
着
工
の
予
定
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県
道
は
３
工
区

ほ
ど
に
分
け
ら
れ
、
現
在
、
最
終

的
な
境
界
の
杭
打
ち
、
土
地
や
立

ち
木
、
移
転
建
物
等
の
評
価
と
進

ん
で
い
る
。
早
い
と
こ
ろ
は
契
約

も
済
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

皆
一
様
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

進
行
中
で
あ
る
。
そ
う
い
う
状
況

の
中
で
取
り
残
さ
れ
て
い
る
未
整

備
区
間
の
道
路
は
平
地
区
上
山
防

災
集
団
移
転
住
宅
付
近
か
ら
末
崎

小
学
校
前
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
区

間
が
整
備
さ
れ
る
と
船
河
原
か
ら

の
み
で
な
く
大
船
渡
市
の
発
展
に
も

欠
か
せ
な
い
道
路
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
頂
き
、
市
道
を
県
道
に
格
上

げ
し
、
未
整
備
区
間
の
整
備
を
次
年

度
の
道
路
整
備
計
画
に
盛
り
込
ん
で

頂
き
た
い
と
考
え
、
市
に
陳
情
し
、

県
に
働
き
か
け
て
頂
く
よ
う
強
く
要

請
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
他
の
道

路
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
地
区
か
ら

丸
木
ま
で
の
県
道
は
道
幅
が
狭
く
曲

が
り
く
ね
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
登
り

下
り
も
多
く
待
機
場
も
な
い
。
現
在

工
事
車
両
が
行
き
来
す
る
が
、
そ
の

ダ
ン
プ
カ
ー
と
対
向
す
れ
ば
、
す
れ

違
い
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
戻
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
住
民
か
ら
す

れ
ば
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
毎
日
子
供
が
事
故
に
遭
わ
な

い
か
心
配
の
絶
え
な
い
生
活
で
あ
る
。

こ
の
道
は
拡
幅
し
よ
う
に
も
で
き
な

い
。
新
た
な
道
を
造
ら
ね
ば
解
決
し

な
い
が
考
え
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

★｢

デ
ジ
タ
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ま
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さ
き｣
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月
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報
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さ
る
、
５
月

日
～

日
に
実
施

28

29

し
ま
し
た
「
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
よ
ろ
ず
相
談
」
と
「
避
難
所

運
営
ゲ
ー
ム(

Ｈ
Ｕ
Ｇ)

体
験
会
」
の

様
子
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し

ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
参
照
下
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
活
用
の
相
談
・
対
応
・

成
果
な
ど
の
紹
介
、
自
治
会
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
な
ど

名
と
ボ
ラ
ン
テ

22

ィ
ア
が
参
加
し
、
６
人
１
テ
ー
ブ
ル
、

５
テ
ー
ブ
ル
で
行
っ
た
避
難
所
運
営

の
臨
場
感
あ
る
様
子
を
報
告
し
て
い

ま
す
。
内
容
を
ペ
ー
パ
ー
で
入
手
希

望
の
方
は
公
民
館
ま
で
ご
一
報
下
さ

い
。◆

次
回
活
動

８
月
６
日

～
７
日

に
「
パ

(土)

(日)

ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
ろ

ず
相
談
」
と
「
夏
休
み
親
子
も
の

づ
く
り
教
室
」
を
行
う
計
画
で
す
。

詳
細
は
後
日
改
め
て
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
館
報
７

月
号
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

碁
石
ま
で
つ
な
が
り
、
大
型
観
光

バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
地
場
産
業

の
発
展
、
救
急
救
命
の
搬
送
、
火

災
時
に
お
け
る
消
火
活
動
、
こ
の

度
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
災

害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
の
輸
送

や
大
型
重
機
の
乗
り
入
れ
が
可
能

と
な
り
、
そ
の
後
の
復
旧
を
一
層

早
め
る
こ
と
な
ど
多
く
の
効
果
が

期
待
で
き
る
。
ま
さ
に
末
崎
町
発

展
の
生
命
線
と
な
る
道
路
に
な
る
。

こ
の
未
整
備
区
間
の
道
路
は
、
課

題
も
多
い
。
そ
の
一
つ
は
、
県
道

と
市
道
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
。

上
山
防
災
集
団
移
転
住
宅
付
近
か

ら
現
滝
田
医
院
に
入
る
と
こ
ろ
ま

で
が
県
道
、
そ
こ
か
ら
末
崎
小
学

校
前
ま
で
が
市
道
で
あ
る
。
県
は

間
も
な
く
着
工
す
る
二
つ
の
新
県

道
が
完
成
し
た
後
、
未
整
備
区
間

の
通
行
量
を
見
て
市
道
を
県
道
に

格
上
げ
す
る
か
否
か
考
え
る
と
し

て
い
る
。
市
も
未
整
備
の
県
道
部

分
を
整
備
し
て
頂
く
よ
う
県
に
要

請
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
と
い
う

だ
け
で
、
市
道
の
県
道
へ
の
格
上

げ
や
整
備
を
要
請
す
る
わ
け
で
も

な
い
し
、
復
興
交
付
金
を
活
用
し

て
市
道
の
拡
幅
を
考
え
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
今
、
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
発
想
の
転
換
で
あ
る
。

問
題
が
発
生
し
な
け
れ
ば
現
状
の

ま
ま
で
よ
い
と
す
る
考
え
方
を
あ

ら
た
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

通
行
量
が
少
な
け
れ
ば
、
格
上
げ

も
整
備
も
し
な
い
と
い
う
考
え
を

１
８
０
度
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

道
幅
を
大
型
観
光
バ
ス
等
が
乗
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
整
備
し
て
こ

そ
、
観
光
客
が
バ
ス
を
連
ね
て
く

る
の
で
、
如
何
に
大
船
渡
市
が
誇

る
碁
石
海
岸
で
も
、
道
が
狭
く
バ

ス
等
の
乗
り
入
れ
が
難
し
い
と
な

れ
ば
旅
行
取
扱
業
者
も
見
学
場
所

と
し
て
企
画
し
な
い
の
で
あ
る
。

碁
石
観
光
や
地
場
産
業
の
発
展
、

さ
ら
に
企
業
誘
致
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
道

路
整
備
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
市
や
県
に
認
識
し
て

頂
い
て
次
年
度
の
道
路
整
備
計
画

に
盛
り
込
ん
で
頂
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
。
末
崎
町
復
興
推
進
委
員

会
と
し
て
は
、
市
当
局
に
末
崎
町

★

い
や
し
の
集

い

期

日
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日
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日
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（土）
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～
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会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

※
裁
縫
道
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
参

加
下
さ
い
」

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassaki/
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平成２８年６月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に
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